
年
末
年
始
の
行
事
の
ご
案
内

年
末
年
始
の
行
事
の
ご
案
内

（
修
行
）
を
心
が
け
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

一
、
大
き
な
声
で
挨
拶
し
よ
う

毎
朝
、
大
き
な
声
で
の
挨
拶
は
、

新
し
い
日
の
始
ま
り
を
祝
福
す
る
行
為

で
す
。

二
、
生
活
の
一
つ
一
つ
を
大
切
に

日
常
の
小
さ
な
出
来
事
も
大
切
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
瞬
間
を
心
か
ら
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。
日
々
の
ル
ー
テ
ィ
ン
も
、
意

識
を
変
え
る
こ
と
で
特
別
な
体
験
に
変

わ
り
ま
す
。

三
、
み
ん
な
と
積
極
的
に
話
を
し
よ
う

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
人
間
関
係
の
基

礎
で
す
。
積
極
的
に
話
を
す
る
こ
と
で
、
人

と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
理
解
を
促
進
し
ま

す
。
平
常
心
を
保
ち
な
が
ら
、
心
を
開
い

て
他
者
と
の
対
話
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

「
平
常
心
是
道
」
は
「
普
段
通
り
の

平
静
な
心
」
が
「
道
」
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
、
日
常
生
活
の
中
で
の
自
然
な

心
の
状
態
を
重
視
し
ま
す
。

ま
た
、「
日
日
是
好
日
」
は
、
毎
日

が
価
値
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示

し
、未
来
が
保
証
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

現
在
の
瞬
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
教

え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
教
え
は
、
普
通
の
日
々
に

こ
そ
真
の
幸
せ
が
あ
る
と
し
、
日
常
の

平
穏
を
見
直
し
、
そ
の
中
に
隠
さ
れ
た

幸
せ
を
見
出
す
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま

す
。
普
通
が
幸
せ
で
あ
る
と
い
う
考
え

は
、
日
々
の
生
活
で
平
常
心
を
保
ち
な

が
ら
、
普
通
の
瞬
間
に
幸
せ
を
見
出
す

こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
日
々
次
の
よ
う
な
所
作
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12月２８日（木）午前10時～

12月２２日（金）午前10時～
歳末助け合い托鉢歳末助け合い托鉢
12月22日（金）午前10時より、「歳末助け合い托鉢」
で角田市街地を巡行します。いただきました浄財は角田
市と丸森町の社会福祉協議会支援窓口にお届けします。
皆様方の温かいご支援をお待ちしています。

~ 角田市街地を歩きます ~~角田市街地を歩きます ~

ご協力下さい！

除 災 招 福 祈 禱除 災 招 福 祈 禱 会会
皆様に幸先きよく新年をお迎えして頂くために、とい
う願いを込めた祈禱会です。
清々しい気分でお正月を迎えましょう。
『お札』と『干支土鈴』をさしあげます。

四
、
沈
黙
の
時
間
を
大
切
に
し
よ
う

話
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
沈
黙
の

時
間
も
同
じ
く
ら
い
重
要
で
す
。
内

省
と
静
寂
の
時
間
を
持
つ
こ
と
で
、

自
己
理
解
を
深
め
、
心
の
平
穏
を
保

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
沈
黙
は
心
を

リ
セ
ッ
ト
し
、
新
た
な
視
点
を
も
た

ら
し
ま
す
。

（
こ
れ
ら
五
つ
の
所
作
は
曹
洞
宗
宗
務
庁
発
行
の
「
つ
ど
い
の
し
お
り
」
か
ら
引
用
し
て
い
ま
す
。）

五
、
食
事
を
大
切
に

食
事
は
単
な
る
栄
養
補
給
以
上
の
も

の
で
す
。
そ
れ
は
、
自
然
と
の
つ
な
が

り
、
家
族
や
友
人
と
の
共
有
の
瞬
間
で

す
。
食
事
を
通
じ
て
、
感
謝
の
心
を
育

み
、
日
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
ま
し
ょ

う
。
毎
食
を
心
か
ら
味
わ
い
、
そ
の
瞬

間
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
泉
寺
住
職
　
奥
野
成
賢
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『お札』と『干支土鈴』をさしあげます。
良運皆来！
悪運退散！

平び
ょ
う
じ
ょ
う
し
ん
こ
れ
ど
う

常
心
是
道

日に
ち
に
ち
こ
れ
こ
う
に
ち

日
是
好
日
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12月31日（日）午後 11時～

令和 ６ 年 1月　１３　日 （土） 午後２時～

除夜の鐘
※今年の除夜の鐘は、山門そばの「鐘撞き堂」で行います。
※ご参拝の方に「カップ麺」をさしあげます。（なくなり次第終了です。）

今年一年をふりかえり、幸福な新年を祈りましょう。

令和 ６ 年 1 月 3 日 （　火　） 午前 10時～

新年の万福多幸と家門繁栄を祈願します。
どなたもご自由にご参拝下さい。
『特別祈禱札』と『干支置物』をさしあげます。
   （ご祈禱料　2,000 円）

新年大般若祈禱会新年大般若祈禱会

厄払い・願いごと祈禱会厄払い・願いごと祈禱会
この春、「イ～予感がありますように！」との願いを込めて、
1月13日(土)午後2時から『厄払い・願いごと祈禱会』を開催します。

『お守り』と『イ～予感（伊予柑）』をプレゼントします。
良縁・結婚・合格、何でもＯＫ！（お気持ち 1,000 円～）

大晦日大晦日

※
今
年
の
様
子
で
す
。

ー
今
年
の
除
夜
の
鐘
は
新
し
い
「
鐘
撞
堂
」
で
ー

※今年の新年に開催された「新年大般若祈祷会」の様子です。



○耐寒坐禅会の日程は、後日あらためてお知らせします。
○新年 4月より「お経を読む会」を再スタートする予定です。
男女年齢不問。どうぞお気軽にご参加下さい。無料。
※毎週日曜日、午後５時から定例坐禅会を実施しています。（会費はありません）

　２月３日 （土）　午後３時から

節
せ つ ぶ ん ま め

分豆ま
ま き

き会
か い

毎年恒例の節分会、今年も行います！
どうぞご家族おそろいでおでかけ下さい。
縁起物の『福豆』をおひろい下さい。
たくさんの福菓子も用意してあります。
  （参加費無料）

　２月３日 （土）

節
せ つ ぶ ん ま め

※令和 2年の春から約 3年間、私たちを悩ませてきた新型コロナウイルス感染症
ですが、今年の 5月 8日をもって感染症の分類が 2類から 5類へと変更されま
した。この変更により、日常生活に対する制限は解除されましたが、ウイルスが
完全に消滅したわけではありません。現在もインフルエンザなど他の感染症とと
もに新型コロナウイルスが流行している状況が続いています。
※長泉寺では引き続き最大限の感染症対策を行ってまいりますのでご協力をお願
　いいたします。
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年末年始、12 月 31 日（日）（大晦日）より 1月 3日（水）まで
ご葬儀をお休みします。

※写真は、コロナ以前のものです。

お知らせ！~長泉寺からのお知らせ~~長泉寺からのお知らせ~お知らせ！~長泉寺からのお知らせ~お知らせ！~長泉寺からのお知らせ~



長
泉
寺
の
本
堂
は
、
東
北
で
も
最
大

級
の
広
さ
を
有
し
、
正
面
及
び
両
脇
は

庭
園
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
葬
儀
式
本

来
の
様
式
に
則
っ
た
葬
祭
も
安
心
し
て

施
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

尚
、
少
人
数
（
30
名
程
度
）
の
法

要
や
ご
葬
儀
の
場
合
は
「
み
ね
の
里
」

の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

一
般
の
葬
儀
場
よ
り
は
る
か
に
厳

粛
で
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
す
。
お
悔
や

み
の
お
心
を
長
く
霊
前
に
お
と
ど
め

出
来
る
よ
う
供
花
は
胡
蝶
蘭
の
鉢
物

を
お
す
す
め
し
て
お
り
ま
す
。
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長泉寺本堂・みねの里多目的ホール使用（謝礼）表
用途 法要のみ 葬儀のみ 通夜・葬儀・法要 その他の活動

使用料（謝礼） 0円 0円 30,000 円
（会食が伴う場合）

とくになし
会食が伴う場合 10,000 円 10,000 円

　　　　　※この他、祭壇使用料はゼロ。葬祭会館よりはるかにリーズナブルです。

「
本
堂
」「
み
ね
の
里
」
利
用
の
お
す
す
め

長泉寺本堂を正面より望む

長泉寺本堂・座席の距離を密にならないように！

広
々
と
し
た
大
書
院

少人数の場合にはみねの里多目的ホールの利用をお勧め致しますこども食堂も開催されています

年末年始、12 月 31 日（日）（大晦日）より 1月 3日（水）まで
ご葬儀をお休みします。

お知らせ！~長泉寺からのお知らせ~お知らせ！~長泉寺からのお知らせ~お知らせ！~長泉寺からのお知らせ~



■
長
泉
寺
か
ら
の
お
願
い
①

①
お
菓
子
や
果
物
、
飲
み
物
等

食
べ
物
を
お
供
え
し
た
ま
ま
放
置

し
な
い
（
鳥
獣
等
か
ら
の
被
害
防

止
の
た
め
）

②
枯
れ
た
花
や
草
、
そ
の
他
の

ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
下
さ

い
。
墓
地
ご
近
所
さ
ま
ど
う
し
仲

良
く
し
て
下
さ
い
。

以
上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
長
泉
寺
か
ら
の
お
願
い
②

古
く
な
っ
た
卒
塔
婆
、
位
牌
の

お
焚
上
げ
用
カ
ゴ
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
カ
ゴ
は
読
経
し
て
お
焚
上

げ
す
る
物
品
の
た
め
の
聖
な
る
カ

ゴ
で
す
。
ゴ
ミ
箱
で
は
あ
り
ま
せ

ん
！
そ
の
他
の
ゴ
ミ
は
入
れ
な
い

で
下
さ
い
。

■
長
泉
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ
①

凍
結
防
止
の
た
め
、
長
泉
寺
墓
地

の
水
道
を
12
月
25
日
よ
り
3
月
10
日

ま
で
止
水
し
ま
す
。

な
お
、
天
候
に
よ
り
期
間
を
変
更

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

■
長
泉
寺
か
ら
の
お
知
ら
せ
②

墓
参
用
の
『
桶
』
と
『
ひ
し
ゃ
く
』

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
が
、『
ひ
し
ゃ

く
』
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
使
用
後
は

必
ず
元
の
場
所
へ
戻
し
て
い
た
だ
く

よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。『
ひ
し
ゃ
く
』
の
数
が
減
少
し
た

場
合
は
、
春
の
彼
岸
に
際
し
て
補
充

す
る
予
定
で
す
。

長
泉
寺
住
職

奥
野
　
成
賢

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

対
応
に
関
し
て
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

5
月
8
日
以
降
、
感
染
症
の
分
類
が
2
類
か

ら
5
類
に
変
更
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
日
常
生
活

に
対
す
る
制
限
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

記
録
的
な
猛
暑
が
襲
っ
た
厳
し
い
環
境
の
中
、

多
く
の
困
難
に
直
面
し
た
一
年
で
し
た
。

し
か
し
、
お
檀
家
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
の
大
切
な
菩
提
寺
で
あ

る
「
長
泉
寺
」
を
守
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
住
職
と
し
て
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

新
年
に
向
け
て
も
、
引
き
続
き
一
層
皆
様

の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
健
康

で
平
和
な
新
年
が
訪
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

祈
っ
て
お
り
ま
す
。
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峯
の
た
よ
り

第
26
号
発
行
の
ご
挨
拶

百

回

忌

五
十
回
忌

三
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

十
七
回
忌

十
三
回
忌

七

回

忌

三

回

忌

一

周

忌

年
回
表

（
２
０
２
４
年
）

大
正
14
年
（
１
９
２
５
年
）

昭
和
50
年
（
１
９
７
５
年
）

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
年
）

平
成
４
年
（
１
９
９
２
年
）

平
成
10
年
（
１
９
９
８
年
）

平
成
14
年
（
２
０
０
２
年
）

平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）

平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）

令
和
４
年
（
２
０
２
２
年
）

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）

○
亥
年
生
の
人

○
戌
年
生
の
人

○
酉
年
生
の
人

○
申
年
生
の
人

○
未
年
生
の
人

○
午
年
生
の
人

○
巳
年
生
の
人

○
辰
年
生
の
人

○
卯
年
生
の
人

○
寅
年
生
の
人

○
丑
年
生
の
人

○
子
年
生
の
人

八

幡

大

菩

薩

八

幡

大

菩

薩

不

動

明

王

大

日

如

来

大

日

如

来

勢

至

菩

薩

普

賢

菩

薩

普

賢

菩

薩

文

珠

菩

薩

虚

空

蔵

菩

薩

虚

空

蔵

菩

薩

千
手
観
音
菩
薩

一
代
守
り
本
尊

お

知

ら

せ

※
場
所
は
、
北
側
入
り
口
側
に
あ
り
ま
す
。

※
中
央
墓
地
道
路
側
。


